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電話

　10月1日（木）から公民館ロビーにて「ウクライナとロシアの子ども絵画展」を開催しております。本展示は、現在戦争が起き

ているウクライナとロシアの子どもたちの作品を通して戦争について考え、平和とは何かを見つめ直すことを目的に実施していま

す。展示をご覧いただくだけでなく、平和への願いや思いを書いていただくメッセージツリーを設置し、学びを深める取り組みを

行っています。絵画展には地域の方々や保育園児、小学生など多くの方にお越しいただき、たくさんのメッセージを寄せていただ

きました。また、本絵画展をきっかけに、市木小学校の児童を対象とした平和に関する授業も実施いたしました。

本絵画展は10月31日（10月末）まで開催予定です。皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

　９月２４日（木）、市木保育園にて市木保育園の園児の皆さんと認知症予防教室の皆さんとの交流会を行いました。第3回目と

なる今回は、従来の市木公民館から場所を市木保育園へと移し、お月見団子作りを実施しました。

　当日は自己紹介から始まり、園児と教室の皆さんで一緒にお月見団子とおはぎを作りました。その後、ボールを使った遊びを行

い、楽しい時間はあっという間に過ぎていきました。後日、園児の皆さんからお礼のお手紙をいただきました。公民館に掲示して

おりますので、ぜひお越しいただきご覧ください。

『秋季市木地区民グラウンドゴルフ交流大会』

　○日時：令和８年１１月２３日（月・祝）午前９時から正午頃まで

　○会場：市木小学校グラウンド　○参加費５００円（※イベント保険料を含む）

　　※参加申し込みの締切：令和８年１１月１３日（金）

　大会の詳細につきましては、今月の公民館だよりと一緒に「大会開催のご案内（参加申込書）」を添えていますので、そちらをご

確認ください。皆さまのご参加を心よりお待ちしています。
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運動教室

容器包装プラ 燃えるごみ 容器包装紙 燃えるごみ
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運動教室 習字教室
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容器包装プラ 燃えるごみ し尿（要予約） 燃えるごみ
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運動教室 習字教室

容器包装紙

カン・ビン

容器包装プラ 燃えるごみ 古紙・不燃ゴミ 燃えるごみ
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認知症予防教室

容器包装プラ 燃えるごみ ペットボトル 燃えるごみ
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　※

　自主教室の開催日は変更になる場合があります。

　その他ご不明な点がございましたら、公民館までお問い合わせ

　下さい。

容器包装プラ

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

文化の日

みんなで歌おう

勤労感謝の日
秋季グラウンド

ゴルフ大会

市木の人口
世帯数　　１６９戸（±　０戸）

男　性　　１５６人（△　５人）

女　性　　１７８人（±　７人）
合　計　　３３４人（△１２人）

※（　）は前年同月比

○大元神楽～六調子の共鳴～
　日時：令和8年11月7日(土)　10時00分～15時00分（予定）

　会場：市木公民館

　内容：椙尾神楽団、日和大元神楽団、日貫才神会による神楽公演

○市木小学校学習発表会
　日時：令和8年11月14日(土)　9時30分～11時30分

　会場：市木公民館

○町長と語る会
　日時：令和8年11月30日(月)　18時30分～20時00分

　会場：市木公民館　カントリーホール

　内容：大屋町長と自由な意見交換会

地域と学校の連携・協働を推進する上で不可欠な存在が、「地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター／以下「推進

員」）」です。推進員は、地域と学校がパートナーとして協力し合うための重要な架け橋となります。

【推進員の主な役割】
〇地域と学校における連絡調整・情報共有
（例：職場体験の受け入れ先の開拓や事前調整、ボランティア・ゲストティーチャーの手配など）

〇学校運営協議会（コミュニティ・スクール）と協働活動の橋渡し
（例：協議会で出された意見を、具体的な地域活動や体験学習へと具現化支援）

〇地域学校協働活動の企画・調整・運営
〇地域住民や地元企業・ボランティアへの参加の呼びかけ など

平成29年3月の社会教育法改正により、推進員は法律上に明確に位置付けられ、教育委員会が委嘱できるようになりました。ま

た、学校運営に資する活動を行う方として、コミュニティ・スクールの委員としても参画し、重要な役割を担うことが期待され

ています。地域住民や地元企業をよく知り、学校関係者とも円滑にコミュニケーションが取れる推進員が調整役を果たすことで、

学校運営協議会での議論を具体的な形にし、地域と学校が対等なパートナーとして協働していくことができます。邑南町では石

見地域は山本ゆう子さん、瑞穂地域では三上登喜子さん、羽須美地域では種宏樹さんが担当しています。

邑南町のコミュニティ・スクールの詳しい情報は、2次元バーコードからご覧ください。


